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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第98期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第99期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第98期

会計期間

自平成20年
６月１日
至平成20年
８月31日

自平成21年
６月１日
至平成21年
８月31日

自平成20年
６月１日
至平成21年
５月31日

売上高（千円） 11,712,76210,393,40941,506,205

経常利益又は経常損失（△）（千円） 199,207 64,608△646,698

四半期純利益又は四半期（当期）純損失（△）（千円） 122,155△15,680△739,180

純資産額（千円） 12,038,02211,044,55710,969,489

総資産額（千円） 23,762,89921,561,79820,873,308

１株当たり純資産額（円） 1,427.421,309.671,300.75

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
14.48 △1.86 △87.65

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 50.7 51.2 52.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
201,382 3,402 410,822

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△32,463 33,506△642,981

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△357,123△81,883△520,198

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 4,158,8633,521,9053,574,633

従業員数（人） 313 311 323

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　３．第98期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

  ４．第99期第１四半期連結累計（会計）期間及び第98期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金

額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 311 (193)

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除く）であり、臨時雇用者数（パートタイ

マー等）は、当第１四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 107 (18)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除く）であり、臨時雇用者数（パートタイマー等）は、当第１

四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　該当事項はありません。

(2）受注状況

　該当事項はありません。

(3）販売実績

　事業の種類別セグメント情報を記載しておりませんので、事業部門別の販売実績を示すと、次のとおりでありま

す。

事業部門の名称
当第１四半期連結会計期間

       （自　平成21年６月１日
         至　平成21年８月31日）

前年同期比（％）　

不織布（千円） 2,549,600 △16.2

家庭紙・日用雑貨（千円） 7,512,648 △9.6

洋紙・紙製品（千円） 261,628 △11.1

和紙（千円） 47,512 △1.8

その他（千円） 22,019 △1.0

計（千円） 10,393,409 △11.3

　（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当社グループの経営成績、財政状況等に影響を与える可能性のあるリスク、および投資家の判断に重要な影響を及ぼ

す可能性のある事項を以下のとおり記載いたします。

なお、文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

　

①販売先が属する業界の需要動向、市況による影響

　当社グループの不織布部門における主力製品は、エレクトロニクス、半導体業界および医療業界向けであり、同業

界の需要動向、市況などは業績に大きな影響を与えます。

②製品品質

　当社グループの不織布製品の多くは、素材を旭化成せんい㈱より仕入れ、当社グループの加工関係会社２社および

マレーシアの協力工場で製品化しております。

　各加工場では充分な品質管理を行っておりますが、製品やサービスに関する不良欠陥が発生しないという保証は

なく、大規模な製品クレームが発生した場合、製品回収や製造物責任賠償などに関する費用が発生し、当社グループ

の業績および財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

③災害による影響

　当社グループが保有する物流センターのほか、素材の主要仕入先である旭化成せんい㈱、または当社グループの加

工関係会社２社もしくはマレーシアの協力工場が、大規模な地震などの災害により損害を被った場合、物流セン

ターの稼働率が一時的に低下したり、加工場における製品の生産能力が減退することにより、売上高、利益が減少い

たします。

　また、設備の修復のための費用の増加により、当社グループの業績および財政状態に悪影響を及ぼす可能性があり

ます。

④海外市場の動向

　不織布製品におけるエレクトロニクス用ワイパーは、国内の加工関係会社２社以外にマレーシアの協力工場にお

いても生産を行い、中国、台湾、その他の東南アジア地区などを中心に販売を行っております。

　従いまして、当社が販売を行っている各国において政治、経済、社会情勢の変化などの予期せぬ事象が発生し、販売

活動に支障が生じた場合、当社グループの業績および財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。
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⑤消費動向や天候などの影響

　家庭紙・日用雑貨部門は、ティシュペーパー、トイレットペーパーその他の日用雑貨品のように、一般消費者向け

の商品を取り扱っております。従いまして、当部門の業績は消費動向や天候などの要因によって影響を受ける可能

性があります。

⑥為替相場の変動による影響

　当社グループは、マーケットの拡大が期待されるアジア地区において、不織布製品の生産供給体制の確立と強化を

図っており、今後も海外取引の比重は高まる傾向にあります。

　外貨建ての輸出または輸入取引に関連して、為替相場の大幅な変動による影響を受けた場合、当社グループの業績

および財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定及び締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　（１）経営成績の分析

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な同時不況から若干の持ち直しの傾向を見せている

ものの、景気全体の先行きについては依然として確実性に乏しく、回復の度合いは不透明な状況が続いています。

　当社グループといたしましては、市場ニーズに迅速に対応した高付加価値商品の提供を推進するべく、不織布部

門および家庭紙・日用雑貨部門を中心に販売拡大に努めました。

当第１四半期連結会計期間の売上高は103億93百万円（前年同期比11.3％減）、経常利益は64百万円（前年同

期比67.6％減)、また当第１四半期連結会計期間における「法人税等調整額」を59百万円計上したことから、四半

期純損失は15百万円(前年同期は１億22百万円の四半期純利益）となりました。

　〔不織布部門〕

　主力の不織布部門は、エレクトロニクス分野においては半導体産業および光学機器メーカーなどに対する販売

量の回復が見られ、国内市場、海外市場ともほぼ想定通りの進捗となりましたが、売上高は前年同期を大きく下回

りました。

　メディカル分野では、ガーゼやマスクなどの衛生材料のほか、介護製品の販売が想定通り進んでおります。しか

しながら、ユーザーである医療機関における消耗資材の削減と購入価格の見直しが行なわれていることから、全

体の売上高については前年同期を若干下回りました。

　コンシューマー分野では、塗装用のマスキングなどに使用される産業用のテープ原紙の販売が回復して好調で

あり、売上高は期首の想定以上となりましたが、前年同期には及びませんでした。

　以上の結果、不織布部門全体の売上高は25億49百万円となり、前年同期比で16.2％の減少となりました。

　〔家庭紙・日用雑貨部門〕

　子会社のアズフィット㈱が営む家庭紙・日用雑貨部門では、物流拠点の見直しやシステムの統廃合をほぼ完了

し、また営業面におきましては自社ブランドの商品化などを継続して行っております。

当第１四半期連結会計期間におきましては、家庭紙の市場価格が期首の想定を下回ったこと、また販売量にお

いても目標に達しなかったことなどから、同部門の売上高は75億12百万円となり、前年同期比で9.6％の減少とな

りました。

　〔洋紙・紙製品部門〕

　洋紙・紙製品部門では、印刷・出版産業における需要の回復が遅れていることや、各種紙製品の販売が振るわな

かったことなどにより、売上高は２億61百万円となり、前年同期比で11.1％の減少となりました。

　〔和紙部門〕

　和紙部門は、和紙文化の継承という当社のメセナ（文化貢献）の役割を担う一方、幅広い層の一般消費者および

法人取引先に対して商品とサービスを提供しています。当部門の売上高は47百万円となり、前年同期比で1.8％の

減少となっております。
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（２）財政状態の分析

　（資産）

資産につきましては、「受取手形及び売掛金」が３億14百万円、「投資有価証券」が２億95百万円増加したこと

などにより、前連結会計年度末に比べて６億88百万円増加し、215億61百万円となりました。

　（負債）

負債につきましては、「支払手形及び買掛金」が４億６百万円、「繰延税金負債」が１億52百万円増加したこと

などにより、前連結会計年度末に比べて６億13百万円増加し、105億17百万円となりました。

　（純資産）

純資産につきましては、「その他有価証券評価差額金」が増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて

75百万円増加し、110億44百万円となりました。

　（３）キャッシュ・フローの状況　

　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッ

シュ・フロー増加額が３百万円、投資活動によるキャッシュ・フロー増加額が33百万円、財務活動によるキャッ

シュ・フロー減少額が81百万円となり、当第１四半期連結会計期間末の残高は前連結会計年度末に比べ52百万円

減少し35億21百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は３百万円（前年同期は２億１百万円の獲得）となりました。収入の主な内訳は、

「税金等調整前四半期純利益」１億９百万円、「仕入債務の増加額」４億６百万円であり、支出の主な内訳は、

「売上債権の増加額」３億14百万円、「その他の資産の増加額」１億13百万円であります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は33百万円（前年同期は32百万円の使用）となりました。収入の主な内訳は、「有

形固定資産の売却による収入」94百万円であり、支出の主な内訳は、「定期預金の預入による支出」42百万円で

あります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は81百万円（前年同期は３億57百万円の使用）となりました。収入の主な内訳は

「短期借入金の純増加額」50百万円であり、支出の主な内訳は、「配当金の支払額」77百万円、「社債の償還によ

る支出」37百万円であります。

　（４）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（５）研究開発活動　

　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、6,724千円であります。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループ全体の研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　連結子会社であるアズフィット株式会社の神奈川愛川センターにおいて、平成21年７月６日に火災が発生し、建物

及び構築物等を焼失いたしました。

　その主要な設備は次のとおりであります。　

会社名
　

事業所名
(所在地)

事業部門
の名称

設備の
内容

帳簿価額(千円)
従業員数
(人)

建物及び
構築物

機械装置
及び運搬
具

土地 その他 合計

アズフィッ

ト株式会社

神奈川愛川

センター

（神奈川県愛

甲郡）

家庭紙・

日用雑貨

販売設備

　

物流設備

472,468316 － 6,888479,673 －

（注）１．帳簿価額のうち「その他」は工具、器具及び備品であります。金額には消費税等は含んでおりません。

　２．建物及び構築物等の帳簿価額は、損害保険金を受領できる見込みであるため、火災未決算（479,673千

円）として流動資産の「その他」に計上しております。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、火災により焼失した神奈川愛川センターの設備の再建計画、投資金額及び着

工時期等具体的な内容は現時点において未定であります。

　また、当第１四半期連結会計期間において新たに確定した主要な設備の除却はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成21年８月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成21年10月15日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,435,225 8,435,225
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株　

計 8,435,225 8,435,225 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式
総数増減数

 （千株）

発行済株式総
数残高

　（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年６月１日～

平成21年８月31日
－ 8,435 － 1,322,214 － 1,374,758

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。　
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成21年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －　

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　　2,000 － 単元株式数　100株　

完全議決権株式（その他） 　普通株式　8,426,200 84,262 同上　

単元未満株式 　普通株式　　　7,025 －
１単元（100株）未満の

株式　

発行済株式総数 8,435,225 － －

総株主の議決権 － 84,262 －

　（注）　　「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式100株（議決権の数１個）含まれており

ます。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれておりま

す。

 

②【自己株式等】

 平成21年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　小津産業株式会社
東京都中央区日本橋本町

三丁目６番２号
2,000 － 2,000 0.02

計 － 2,000 － 2,000 0.02

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
６月

７月 ８月

最高（円） 1,245 1,247 1,290

最低（円） 1,179 1,160 1,192

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年６月１日から平成20年８月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年６月１日から平

成20年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、また、当第１四半期連結会計期間（平成21年６月１日か

ら平成21年８月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

小津産業株式会社(E02842)

四半期報告書

10/23



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,886,449 3,895,366

受取手形及び売掛金 7,527,824 7,212,885

有価証券 101,795 101,753

商品及び製品 1,575,730 1,505,593

原材料 231,388 218,567

繰延税金資産 49,816 72,413

その他 ※2
 1,029,974 453,576

貸倒引当金 △45,279 △44,521

流動資産合計 14,357,700 13,415,634

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,877,223 5,787,705

減価償却累計額 △2,906,864 △3,275,445

建物及び構築物（純額） 1,970,359 2,512,260

機械装置及び運搬具 378,128 381,919

減価償却累計額 △331,630 △331,942

機械装置及び運搬具（純額） 46,497 49,977

土地 ※1
 1,902,166

※1
 1,903,303

リース資産 3,450 3,450

減価償却累計額 △230 △57

リース資産（純額） 3,220 3,392

その他 151,073 157,265

減価償却累計額 △111,634 △117,342

その他（純額） 39,438 39,923

有形固定資産合計 3,961,681 4,508,857

無形固定資産

のれん 231,736 242,814

リース資産 89,022 94,859

その他 106,966 104,313

無形固定資産合計 427,724 441,987

投資その他の資産

投資有価証券 1,848,285 1,553,137

長期貸付金 34,837 35,689

繰延税金資産 19,994 24,931

その他 1,085,774 1,066,669

貸倒引当金 △174,199 △173,598

投資その他の資産合計 2,814,691 2,506,829

固定資産合計 7,204,098 7,457,674

資産合計 21,561,798 20,873,308
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,242,799 4,835,885

短期借入金 1,250,000 1,200,000

1年内返済予定の長期借入金 33,245 35,748

1年内償還予定の社債 400,000 437,500

リース債務 23,649 23,489

未払法人税等 79,675 52,751

賞与引当金 102,743 47,600

役員賞与引当金 － 3,000

その他 648,479 671,125

流動負債合計 7,780,593 7,307,101

固定負債

社債 1,100,000 1,100,000

長期借入金 926,576 935,105

リース債務 69,961 75,783

繰延税金負債 256,768 104,369

退職給付引当金 176,631 174,322

役員退職慰労引当金 168,926 172,774

その他 37,782 34,361

固定負債合計 2,736,647 2,596,717

負債合計 10,517,240 9,903,818

純資産の部

株主資本

資本金 1,322,214 1,322,214

資本剰余金 1,374,967 1,374,967

利益剰余金 8,020,314 8,120,327

自己株式 △2,886 △2,733

株主資本合計 10,714,610 10,814,775

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 329,946 154,713

評価・換算差額等合計 329,946 154,713

純資産合計 11,044,557 10,969,489

負債純資産合計 21,561,798 20,873,308
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月１日
　至　平成20年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 11,712,762 10,393,409

売上原価 9,786,504 8,802,909

売上総利益 1,926,258 1,590,499

販売費及び一般管理費 ※1
 1,758,808

※1
 1,542,822

営業利益 167,449 47,677

営業外収益

受取利息 1,193 959

受取配当金 18,608 27,942

仕入割引 7,984 5,927

為替差益 4,957 －

その他 22,486 12,310

営業外収益合計 55,230 47,140

営業外費用

支払利息 14,557 13,663

売上割引 915 835

為替差損 － 8,799

持分法による投資損失 1,930 4,516

その他 6,068 2,393

営業外費用合計 23,472 30,208

経常利益 199,207 64,608

特別利益

貸倒引当金戻入額 16,299 1,457

保険返戻金 443 －

固定資産売却益 － 83,863

その他 593 1,262

特別利益合計 17,335 86,583

特別損失

固定資産売却損 － 6,535

固定資産除却損 4,731 34,949

その他 0 －

特別損失合計 4,731 41,485

税金等調整前四半期純利益 211,811 109,707

法人税、住民税及び事業税 49,794 65,506

法人税等調整額 39,861 59,880

法人税等合計 89,655 125,387

四半期純利益又は四半期純損失（△） 122,155 △15,680
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月１日
　至　平成20年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 211,811 109,707

減価償却費 51,882 65,217

のれん償却額 11,077 11,077

貸倒引当金の増減額（△は減少） △20,713 1,359

賞与引当金の増減額（△は減少） 41,378 55,143

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,000 △3,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,430 2,308

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9,950 △3,848

受取利息及び受取配当金 △19,802 △28,902

支払利息 14,557 13,663

為替差損益（△は益） △5,519 7,753

持分法による投資損益（△は益） 1,930 4,516

保険返戻金 △443 －

固定資産売却損益（△は益） － △77,327

固定資産除却損 4,731 34,949

売上債権の増減額（△は増加） △416,940 △314,939

たな卸資産の増減額（△は増加） △145,476 △82,958

仕入債務の増減額（△は減少） 674,518 406,913

未払消費税等の増減額（△は減少） 6,505 28,702

その他の資産の増減額（△は増加） △72,164 △113,023

その他の負債の増減額（△は減少） △75,815 △85,684

その他 △3,369 △1,405

小計 245,627 30,225

利息及び配当金の受取額 19,796 28,887

利息の支払額 △11,326 △11,672

法人税等の支払額 △52,716 △44,038

営業活動によるキャッシュ・フロー 201,382 3,402

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △42,140 △5,845

有形固定資産の売却による収入 － 94,400

無形固定資産の取得による支出 － △8,342

投資有価証券の取得による支出 △5,060 △4,380

投資有価証券の売却による収入 240 －

関係会社の整理による収入 5,593 －

貸付けによる支出 △1,625 －

貸付金の回収による収入 3,922 1,734

定期預金の預入による支出 － △42,250

保険積立金の払戻による収入 7,020 －

長期前払費用の取得による支出 － △210

その他 △414 △1,600

投資活動によるキャッシュ・フロー △32,463 33,506
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月１日
　至　平成20年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △150,000 50,000

長期借入金の返済による支出 △29,899 △11,032

社債の償還による支出 △22,500 △37,500

自己株式の取得による支出 △15 △152

配当金の支払額 △154,708 △77,364

リース債務の返済による支出 － △5,834

財務活動によるキャッシュ・フロー △357,123 △81,883

現金及び現金同等物に係る換算差額 5,519 △7,753

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △182,684 △52,727

現金及び現金同等物の期首残高 4,341,547 3,574,633

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,158,863

※1
 3,521,905
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　  当第１四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

　　　　該当事項はありません。　

　

【表示方法の変更】

      当第１四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

        該当事項はありません。

　

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

一般債権の貸倒見積高の算定方法 一般債権の貸倒見積高については、当第１四半期連結会計期間末の貸倒実

績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる

ため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して算定しております。　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年５月31日）

※１． 担保資産

　担保に供されている資産で、事業の運営において重

要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比べ

て著しい変動が認められるものは、次のとおりであり

ます。 

※１． 担保資産 

 

 

 

 

　土地　 47,136千円 　土地　 176,324千円

※２.　 連結子会社であるアズフィット株式会社において、

平成21年７月６日に発生した火災により滅失した商

品、建物及び構築物等の帳簿価額は、損害保険金を受

領できる見込みであるため、火災未決算（661,993千

円）として流動資産の「その他」に計上しておりま

す。

　２.　　　　　　　　―――――

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

※１． 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

※１． 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

荷造運搬費　 538,769千円

貸倒引当金繰入額　 6,360千円　

役員報酬　 75,248千円　

給料手当　 359,827千円　

賞与引当金繰入額　 77,826千円　

委託料　 100,639千円　

福利厚生費　　 66,271千円　

役員退職慰労引当金繰入額 4,250千円　

退職給付費用　 49,439千円　

減価償却費　　 37,417千円　

のれん償却額　 11,077千円　

賃借料　 129,320千円　

荷造運搬費　 458,531千円

貸倒引当金繰入額　 2,817千円　

役員報酬　 54,380千円　

給料手当　 338,123千円　

賞与引当金繰入額　 73,636千円　

委託料　 74,864千円　

福利厚生費　　 61,066千円　

役員退職慰労引当金繰入額 6,781千円　

退職給付費用　 11,494千円　

減価償却費　　 48,531千円　

のれん償却額　 11,077千円　

賃借料　 131,383千円　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

※１． 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１． 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年８月31日現在） （平成21年８月31日現在）

現金及び預金勘定 4,078,423千円

有価証券勘定 101,485千円　

預入期間が３ヶ月
△21,045千円　

を超える定期預金

現金及び現金同等物 4,158,863千円　

現金及び預金勘定     3,886,449千円

有価証券勘定 101,795千円　

預入期間が３ヶ月
△466,340千円

を超える定期預金

現金及び現金同等物  3,521,905千円　

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年６月１日　至　平

成21年８月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　8,435,225株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　2,148株

３．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年８月28日

定時株主総会
普通株式 84,332 10平成21年５月31日平成21年８月31日利益剰余金

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自　平成20年６月１日　至　平成20年８月31日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

紙・不織布事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額

に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。　

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自　平成20年６月１日　至　平成20年８月31日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。　

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（自　平成20年６月１日　至　平成20年８月31日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

　　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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（有価証券関係）

　 当第１四半期連結会計期間末(平成21年８月31日）

　その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度

の末日に比べて著しい変動が認められます。

　その他有価証券で時価のあるもの

　
当第１四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年５月31日）

　
取得原価
（千円）

四半期連結
貸借対照表
計上額
（千円）

差額
（千円）

取得原価
（千円）

連結
貸借対照表
計上額
（千円）

差額
（千円）

(1）株式 1,178,1511,731,530553,3781,173,8301,431,655257,825

(2）債券 　 　 　 　 　 　

①国債・地方債等　 － － － － － －

②社債　 － － － － － －

③その他　 － － － － － －

(3）その他 46,065 46,112 47 46,006 46,322 316

合計 1,224,2161,777,643553,4261,219,8361,477,978258,141

　

（デリバティブ取引関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）

    該当事項はありません。　

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年５月31日）

１株当たり純資産額 1,309.67円
１株当たり純資産額 1,300.75

円

　

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 14.48円 １株当たり四半期純損失金額 1.86円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため、記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 122,155 △15,680

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
122,155 △15,680

期中平均株式数（株） 8,433,421 8,433,100

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）　

　リース取引開始日が平成20年５月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第１四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結

会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。　

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年10月14日

小津産業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 塚原　雅人　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂本　満夫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている小津産業株式会社の

平成20年６月１日から平成21年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年６月１日から平成20年

８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、小津産業株式会社及び連結子会社の平成20年８月31日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　(注)１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年10月15日

小津産業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 塚原　雅人　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂本　満夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森田　祥且　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている小津産業株式会社の

平成21年６月１日から平成22年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21年

８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、小津産業株式会社及び連結子会社の平成21年８月31日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　(注)１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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